









ハーディの短 篇小説 にみ られ るエ ロチ シズム1)
植 苗 勝 弘
1
いわゆ る`eroticscene'なるもの はHardyの長 篇小説 の中に も散 見す る
(例えばTessofthed'Uybervilles)。しか しeroticismがテーマ と深 いか
か わ りを持 っ た,あ るいはeroticismがテーマ を強力に 支えて い る,そ ん
な長 篇小 説 はHardyに は ない。 では短 篇小説 は如何か 。本稿 にお いて は
eroticismが作品の テー マ と緊密 に結 び付 いてい る と思 われ るHardyの短
篇小 説 を取 り上 げその解説 を試み たい。2)対象 とな るの はLife'sLittle





とい う固い職 業 につ いては いるが世 紀末 のデ カダンスに身 を浸す`sensual'
な青 年 であ る。4)Annaと短期 間の うちに親密 な間柄に な るが それ もいっ
ときの欲情`apassingdesire'に駆 られたか らにす ぎない。 この よ うな青
年 に一 目惚 れす るEdithHamhamは30才の人妻 で,自 分 の結婚 を失 敗だ
と認めて お り,夫 との仲 も冷め きって いて子供 もな い。教養 は必 ず し も低
くはないが裕福 な暮 しをして いるいわば有 閑マ ダム であ る。彼女 が実際に
Charlesに逢 うのは物 語の最初 と最後 の二度だけ である。最初逢 った時彼
女 はた ちまち彼に魅か れて しま うが,彼 女 を魅 了 したものは,ま ず彼の風
貌 ・声そ して頬に感 じた彼の息づか い,さ らに彼が彼女 の手 をAnnaの手
と間違 えて大 胆に愛撫 した とい う極 めて感覚的 な ものば か りである。5)こ
の最初 の 出逢 いの後二 人の交流 は文 通の形 を とるが,そ れは あ くまで
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Annaの代 筆 であ り,Charlesは文通 の相手がEdithで あるこ とを知 らな
い。かたやEdithはCharlesが事情 を知 らない ことを利用 して,彼 に対 す
る思いの 丈 を書 き綴 る。結 婚生 活 を経験 してい るに も拘 わ らず女性 として
の本性 を末 だか きたて られた こ とのな い彼女6)にとってこの文通 は恰 好の
情 熱の吐 け 口 とな る。 しか し彼女 の憶 えて いるCharlesは精神 的な もの の
全 くない感 覚 的な存在 としてのCharlesでしか ない。初 めは単 な る恋 人 と
して恋 文 を代筆 し,Annaの懐妊 の告 白 を聞 いてか らは,Charlesの子供
を宿 した女 として彼に手紙 を書 く。 そ して この行為 は彼女 に`luxury'を与
えるに至る7)ので あるカ㍉こ こで得 た彼女の`luxury'とは いったい何 であっ
たか。それ は所詮相 手に知 られ ないの を幸 いに,Charlesを架空 の親密な
恋 人に仕立 て あげて間接的 な官能の悦 びに浸 る有 閑マ ダムの,淫 靡に して
自慰 的な行為 にす ぎなか ったのでは ないか。 したが ってCharlesが真剣 に
Annaを愛 し始 め,彼 女 との結婚 を決意 した時Edithの「官能 の遊 戯」 は
崩壊 し始め る。何故 な らばEdithの楽ん でいだ1uxury'は現 実の裏打 ちの
全 くない`fancy'の世 界 であったか らであ る。このあた りまで くる と読 者 も
この物 語の筋 立て に無理 の ある ことに気付か ざるをえないの であるが,そ
れ は さてお き,Charlesが一部始 終 を知 った時彼 はEdithに彼女 の頬 か唇
か どち らかに くちずけ をさせ る よう迫 る。彼女 は手紙の 内容 は全 て 自分の
真意 であ った こ との証 しとして 彼に唇 を与 える。8)かくてEdithの「官能 の
遊戯」 は終 る。つ ま りこの物語 は有 閑マ ダムの 自慰 的行為 が興味 の中心で,
筋立 てに少 し工夫 があ る とは い うものの また無理 もあ り,Edithの描写 も
`flat'で彼女 の夫に は便宜 的 な役割 しか与 え られてお らず
,文 学作 品 とし
て上 出来 とは言 い難 い が,Hardyの作 品の中ではeroticismが最 も露骨 に
現 れ ている もの ではな いか と思 われ る。
3
`AnImaginativeWoman'は`OntheWesternCircuit'の2年後 に書が
れ たが,前 作 品 ほ ど濃厚に また表面 にeroticismが現 れ てい る訳 では ない。
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別 言す るな らば この作品の方がeroticismの芸術 的処理 が よ り高度 であ る
と言 える。 その理 由は,こ の作 品にお いてはspiritualityとeroticismある
いはsensualityとが混 然一体 となってい るか らである。例 えば この物語 も
前 作品 と同 じ く女主 人公EllaMarchmil1が,ほとん どimaginationの中
で詩人RobertTreweと交流 し,限 りな く一体 化 しょうとす る過程(そ し
て彼女は終生 彼に逢 うことは ない)が 興味 の中心 であ るが,果 して それは
Ellaの単 なるPlatonicloveであろ うか 。 もしそ うだ とす れば この作 品 は
人妻の文学少女 趣味 を描 い た ものにす ぎない とい うこ とにな る。Ellaは30
才,裕 福 な商 人の夫 との間に3人 の子供 をな しなが ら,Edith同様 自分 の
結婚 を失敗 と認め,現 実 か らimaginationの世 界に逃避 して生 きて いる女
性 であ る。9)ただEllaがEdithと異 なる処 は,Ellaが`avotaryofthe
muse・10)であ り,自 らも詩 を作 り詩 を通 してRobertを知 る とい うこ とで
あ る。物語 はMarchmi11一家 が避 暑 に来てた また まこの詩 人の部 屋 を
Edithが借 りる処か ら本筋に 入るが,こ のあた りか らすでにspiritualityと
sensualityとが混然 となってい るこの物 語の特徴 が 出て くる。詩人 の レイ
ン コ ー トを 着 たEllaは,・themantleofElijah'とさ け び」1)詩人 の 心 臓 の 鼓
動 が 聞 こz,彼 の頭能 の働 きが 自分 にの りうつ った よ うに感 じる。即 ち こ
れがEllaとRobertとの一体 化の 第一 歩で ある。 さらにEllaがRobertの
写真 を初めて眺 め る時 の,あ の常軌 を逸 した とも思われ る念入 りな準備,
これ は明 らか にPlatonicloveの領域 を越 えてい る。
To gratify her passionate curiosity she now made her preparations, 
first getting rid of superfluous garments and putting on her dressing-
gown, then arranging a chair in front of the table and reading several 
pages of Trewe's tenderest utterances. (p. 16)
上 記 引 用 文 中 の`tenderestutterences'はunderstatementであ り,Trewe
の 詩 に 対 す る 友 人 の 評,
 '...  His poetry is rather too erotic and passionate, you know, for some 
 tastes.  ..  .  '  (p.23)
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と考 え併 せ る と この句 は,`themosteroticandmostpossionateutter.
ences'と解 釈す るこ とが 可能 であ り,されば この場 面 はます ますeroticism
濃厚 な もの とな る。 この後Ellaは詩 人が寝 ていたベ ッ ドに横 たわ り,壁 に
残 された彼 の鉛 筆の走 り書 きを手で なぞ りなが ら詩 人に思 い を馳せ,つ い
には 自分 が 詩 人の唇の上 で眠 り,詩 人の精神 が全 身にエー テルの よ うに浸
み わた るの を覚 え るに至 る。12)ここいお いてEllaはつ いに実際 の行 為 と
imaginationとで もって,spiritualな意味 にお いて もsensualな意味 にお
いて も詩 人Robertとの一体化 を果すの であ る。
も しこの 物語 がEllaのい まはの きはの告 白の処13)で終 っていた らEllaの
恋 がPlatonicloveであった と考 える こ とも可 能 か も知 れ ない。 しか し
Hardyは,Ellaの死 因 ともなった4人 目の子供 が詩 人Robertと瓜二つ で
あ った と書 き足 し,EllaとRobertとが いは ば霊 的交合 を とげた こ とを暗
示 し,imaginationの中での もので あった とは言 えEllaの愛が単な るPla-
tonicloveでなか った こ とを 示 している。 ただこの作 品が`OntheWes-
ternCircuit'のように女主 人公の 「官能 の遊戯」 の描 写だ けに堕 していな
いの は,Ellaが詩 人 と してのRobertに憧 憬 を抱 いて いる面 と彼 を若 い異
性 として恋 慕 してい る面 とがバ ランスよ く描か れてお り,Ellaの行 動 と心
理 との描写 が克 明で あ り,夫WilliamにもEdithの夫 とは違 って相 応の存
在感が あ り,し たが って`OntheWestemCircuit'に較べ 物語全体 が よ り
説得的 でrealityがあ るか らである。そ してそのrealityを強力 に支 えて い
るのがeroticismであ る,とい う意味 でこの短篇 はeroticismの芸術 的昇 華
に成功 した作 品 であ るとい うことがで きる。
4
上 記二篇に は,具 体的 にsensualな人物,具 体 的にsensualな場 面が あ
ったが,次 に とりあ げる`TheFiddleroftheReels'にはこ うい う人物 ・
場 面がい っさいない。 したが って この作 品はeroticismとは全 く関係 のな
い,たんに 厂バ イオ リンの魔 ガ」を描 いた作品 の ように も とれる。 しか しも
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しそ うだ と した らその魔 力の対象が こ とさら,乙 女 のCar'1ineであ りまた
人妻 のCar'lineであ らねば な らぬ必然性 はない し,WatOllamoorが他 の
女性 に逢 い に行 くこ とにCar'lineが腹 を立 て る理由 もない し,彼 の足音 を
聞いただけ でCar'lineが興奮 して とび上 る とい うこ とも説 明がつか な い。
またこの作 品は`AnImaginativeWoman'と同年 に 書かれ てはい るが,
`AnImaginativeWoman'の克明 な人物描 写に較べ
,主 人公2人 の描写 は
スケ ッチ風 それ も外面 的スケ ッチに とどま り,彼 等の心理 は読 者 には全
くわか らな い。 また この物語 はGreatExhibition開催(1851年)を契機 と
して鉄 道が開通 した ロン ドンとウェセ ックス とが舞 台にな ってい るが これ
らも あ くまで 背景 で あって テーマ とは な りえない。 この短 篇に 託 した
Hardyの意図は別 の角度か ら検討 されね ばな らな いよ うに思われ る。
まずfiddlerのWatOllamoorであ るが,彼 の出所は明 らか で な くMop
とい うあだ名 がつ くほ ど豊 かな黒髪 を肩 まで垂 らしさらに その頭 の上 に二
重鉢巻 の よ うな巻 き毛 を付 け,肌 はオ リーヴ色 といった風 で,お よそ`un-
English',東洋風 あ るい はpaganな雰囲気 を漂わせ ている。14)彼は また教会
とは全 く縁 のない存在 で,当 時正統 とされた教会音 楽には関心 がな く,彼
の奏 で る曲 は昔 か ら田舎 に伝 わ るダ ンス音楽 だけであ る。 さ らに彼の奏 で
るバ イオ リンにつ いて,自 分 自身fiddlerであったHardyは言葉 を尽 して
その魅力 を語 るが,そ れはオル フェウスの琴 の如 き平和 な魅 力では な く悪
魔 のそれで あ る。 とくにその音色 は純心無垢 のまた感受 性 の強い女性 の心
をか き乱 さず にはおか ない。 そ して このバ イオ リンの 虜 に なるのがCar'-
lineであ る。 彼女につ いてHardyは,可 愛 くて魅力 的な娘だが感受性 が
強いあ ま り時々 それ が高 じて ヒステ リー を起す,と 説明す るに止め ている。
さて このCar'lireがWatのバ イオ リンに魅 了 され る過 程が極 めて興味
深い。 しか し彼女 は最初 か ら無抵抗 に喜々 として彼のバ イオ リンを受 けい
れ る訳では ない。何か 恐 しいものを感 じては じめ はその音色 を聞 くまい と
す る。 しか しいつ しかその調べ に魅せ られて 踊 り出 したい衝動 に駆 られる。
や っ との こ とで彼のバ イオ リンか ら逃 れ て帰宅 した ものの その後数時 間は
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興 奮が冷 め なか った。 これがCar'lineとWatとの最初 の出逢 い であ る。
それか ら とい うものは 彼女 はWatが ダンスパー テ ィでバ イオ リンをひ く
と聞けば数 マ イル の道 の りもい とわず 出か けて行 く。 さ らに彼の 足音 まで
聞 き分け られ るよ うにな り彼が他 の女性 に逢 いに行 く足音 を聞 いただけで
嫉 妬の あ ま りヒス テ リー状 態 になって しまい周 囲の者 を驚かせ る。彼 女に
は真 面 目な婚 約者Nedが いたの だがWatの 出現以来す でにNedは 彼女
の眼中 には ない。つ いに彼女 は周囲 の 反対 をふ り切 ってWatの も とに走
って しま う。読 者がふ たたびCar'lineに接 す るのは4年 後の ロン ドンであ
るが この 間 に彼女はWatの 子供 を産 み,Watに 捨 て られて しまって いる。
Nedは憐憫 か らCar'lineと連 れ子Carryを引き とり,3人 は ロン ドンで生
活 を始め る。 しか しやが てGreatExhibition後の不況 でNedは 失職 し3
人は故郷へ 帰 る決 心 をす る。 この間WatはCar'lineの前に一度 も姿 を現
わ さない。Watが現 れな い限 り彼女 は良 き妻 としてNedに 尽 し,二 人 と子
供 の生活 の平和 は保 たれ る。 ところが一家が故郷へ 帰 ったその夜,Car'line
がCarryを連れて とあ る宿屋へ 入 りそこでWatを 目撃 し,彼 のバ イオ11ン
を聞 くや た ち まち事態 は一 変す る。Watに捨て られ て数 年が経つ とい うの
に,ま た怨み重 な るWatであ る筈 なのに,彼 のバ イオ リンに たち まち彼女
は ロン ドン暮 しの誇 りも捨 てて魅 きいれ られ.てしまう。15)Watとの最初 の
出逢 いで もそ うであ った ように,こ の場面 で も彼女 は彼 のバ イオ リンには
じめ は激 し く抵抗 もし,演 奏 を止めて くれ る よう心 の中 で哀訴嘆願 もして
何 とかバ イオ リンか ら逃 れ よ うとす る。 しか しそれ も果 さず いつの 間にか
ダ ンスの群 れ に加 わ り踊 り出す 。つ いには抵抗心 も失 って しまって 自暴 自
棄 とな りWatのバ イオ リンに操 られ る ま ・独 り踊 り狂 う。気が ついた時 に
はWatとCarryの姿 は ない。怒 り狂 ってWatと 娘 を追 うNedとは対 照的
に,Car'1ineにはWatに 怨み を抱 いてい る節が全 く見 られ ない。
この よ うにみて くる とWatとCar'lineとをこれほ どまでに強力に結 び
付 けて いる ものはバ イオ リン その もの ではな くバ イオ リンに象徴 される何
物 か であ らね ば説明がつ かな い。私 は,こ の作 品でバ イオ リンによって象
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徴 されて いる ものは,理 性 の外に あ りしか も男女 の間に`magnetism'16)と
して働 いてい る 「性的魔 力」ではないか と考 える。こ う考 えればCar'lineが
初め てWatに出逢 った時彼のバ イオ リンに魅 かれ なが らも抗 ったの は彼女
のvirginityの為せ る業 であろ うし,またいち ど魅 きつ け られて しま ってか
らとい うものは牧師 であ る父親 の諫言に も婚約 者Nedの熱心 な求愛 に も耳
をか さずWatに 夢 中にな るの もこの魔力 のせ いで あろ うし,Watが 他 の
女性 に逢 いに行 くと知 って ヒステ リー をお こす のは文字通 り嫉妬 ゆ えであ
ろ うし,Watの現 れな い平和 な ロン ドン生 活の後数年 ぶ りに 聞いた 彼のバ
イ オ リンには じめ 強 く抵抗 す るのは,夫Nedに 対す るchastityゆえであ ろ
う。 しか しつ いにはWatと二 人 き りに なって彼のバ イオ リンに操 られ て踊
り狂 い陶酔の余 り床 に倒 れ て しまう,折 しもバ イオ リンは妖精 のか ん高い
叫び のよ うな音 を出 して鳴 るの をや め る とい う くだ りは性 的恍惚 以 外の何
物 で もない。17)この後Nedが 半狂乱 にな って奪 われた子供 を探 し廻 るのに
較べ,Watを 恨む で もな くまた娘 の ことを心配 す るで もないCar'1ineの恬
淡 と した態 度は,こ の 「性 的魔力」に彼女 が 完全に呪縛 されて しま ってい
るこ とを示 してい る。 またWatの`un-English'にしてpaganなcharac-
terizationはこの短 篇執筆 当時の イギ リス社会に対す るHardyの配 慮か,
それ とも 「性 的魔 力」の神 秘性 を高め る工夫 かのいずれ かで あろ う。18)
5
本稿 で と り上 げた3つ の短 篇 を書 くに あた ってHardyがeroticismを意
識 していたか ど うか は分か らない。 しか し少 くな くとも後半の 作 品Jude
theObscure(1896年)にみ られ るよ うなsexに対 す る根 源的 な問題 意識 を
Hardyが持 っていた とは思われ ない。 したが って本稿 では,あ くまで作 品
に現 れ たeroticismがその作 品の中で いか な る機 能 を与 え られ いか に処理
されて い るかに絞 って考察 した。`OntheWesternCircuit'にお いては,
平板 な性格描 写 と無理 な筋立 てのためにeroticismが通俗 小説的 に処理 さ
れ た。 しか しこれ と似通 った構造 を持っ`AnImaginativeWoman'では,
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過不 足の な い 人物 ・物 語描写の 中にeroticism.が溶け込み,eroticismの存
在が 作品 のrealityを支 える結果 と な った。 さ らに`TheFiddlerofthe
Reels'では,eroticismは象徴的 な形 で物語 の中に組み込 まれ,ド ラマチ ッ
クな筋の運 び とあ いまってその芸術的効果 を如何 な く発揮 したの である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1.本 稿 は 昭 和54年11月10・11日岡 山 大 学 で催 さ れ た 日本 ハ ー デ ィ協 会 第22回
大 会 で 口頭 発 表 し た 原 稿 を補 正 加 筆 した もの で あ る 。
2.`eroticism'とい う語 の 深 い 詮 索 は 本 稿 の 目的 で は な い 。　 Webster's　Third
New　International　13ictionaryの定 義`the　arousal　of　or　the　attempt　to
　arouse　sexual　feeling　bymeans　of　suggestion,　symbolism,　orallusion　in
　an　art　form'にて 足 る もの とす る 。
3・ 以 下 作 品 か らの 引 用 はMacmi11anのThe　Greenwood　Editionに依 る。






　　　　the　self-indulgent　vices　of　artificial　society....(p.129)　(イタ リ ッ ク ス
　　　　体 筆 者 。 以 下 同 断 。)
　　　(c)の引用 文 中 の`sensuous'はMacmillanの旧Pocket　Editionでは
　　　　` selfish'とな っ て い る 。　Hardyが わ ざ わ ざ`sensuous'と書 き 改 め た こ と
　　　　は 注 目 し て よ い 。 な お この 語 は,OEDに は`Apparently　invented　by
　　　　Milton,　toavoid　certain　associations　of　the　existing　word　sensual,...'
　　　　と あ るが,こ の 短 篇 で はOEDが3と して 挙 げ て い る`Readily　affected
　　　　by　the　senses;keenly　a ive　to　the　pleasures　of　sensation'即ちsensual








90 ハーデ ィの短篇小説にみられるエ ロチ シズム
6 .  Edith, Harnham led a lonely  life.... she had consented to  marry.... 
   to find afterwards that she had made a mistake. That contract had 
   left her still a woman whose deeper nature had never been stirred. (p.125) 
 7  . (a) The luxury of writing to him what would be known to no consci-
      ousness but his was great, and she had indulged herself therein. 
     (p.125) 
 (b)  ....  the man being one for whom, mainly through the sympathies 
     involved in playing this part, she secretly cherished a predilection, 
      subtle and imaginative truly, but strong and  absorbing.... Through-
      out this correspondence  ... the high-strung Edith Harnham lived 
      in the ecstacy of fancy, the vicarious intimacy  engendered,such a flow 
      of passionateness as was never  exceeded.  (p.128) 
 8  . She put up her mouth, and he kissed her long.... Edith travelled 
   back to Melchester that day with a face that showed the very stupor 
   of grief, her lips  still tingling from the desperate pressure of his kiss, 
   (p.136) 
9 .  (a)  .... she had closed with William.... She came to some vague 
     conclusions, and since then had kept her heart alive by pitying her 
      propietor's obtuseness and want of  refinement, pitying herself, and
     letting off her delicate and ethereal emotions in imaginative occu-
      pations, day-dreams, and night-sighs.... (p.4) 
   (b) Though so immature in nature, she was entering on that tract of 
     life in which emotional women begin to suspect that last love may
      be stronger than first love  .... (p.15)
(b)のイタ リックス体 の部分 と注6の イタリックス体 の部分 とを比較 され
　たい。
10.  p.  4. 
11. p.12. 
 12. ....  when she was reclining on the pillow she re-read those of Robert 
   Trewe's  verses.... it seemed as if his very breath, warm andloving, 
   fanned her cheeks from those walls, walls that had surrounded his 
   head times and times as they surrounded her own now.... And now 
   her hair was dragging .where his arm had lain when he securedthe 
   fugitive fancies; she was sleeping on a poet's lips, immersed in the 
   very essence of him, permeated by his spirit as by an ether.(pp.16-17) 
13.  ` ...  I thought you [William] had been unkind; that you had neglected 
   me; that you weren't up to my intellectual evel, while he was, and






















18.fiddleには ス ラ ン グ と し て 次 の 意 味 が あ る 。
　　　fiddle:n.　The　female　pudend　from　ca.1800.
　　　　　　　　　v.(ln　C.19-20,　gen.　with　adv.　about)to　play　about　intimately
　　　　　　　　　　with,　to　caress　familiarly,　a　woman.
　　　 (ADictionary　of　Slang　and　Unconventional　English,　by　Eric　Partridge.)
